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 外来種対策おいて重要な役割を持つ普及啓発活動は、当該種によって引き起

こされる被害の実態や具体的な対策、市民にできることを伝え、防除の理解者・

協力者を増やして対策を進めやすくすることを目的としている。ところがアメ

リカザリガニの普及啓発活動においては、生体を触らせて喜ばせる、駆除釣り

を楽しませる、身近な水生生物として生態や生活史を学ばせるといった企画が

散見され、生態系被害や外来種問題が適切に伝わっていないのではないかと演

者は懸念している。環境省では 2019 年度から本種による被害防止対策を検討し

ているほか、最近は防除や技術開発に取り組む自治体や市民団体も増えている。

こうした情勢を踏まえると普及啓発活動における本種の扱いは、「水辺の人気

者」として参加者に迎合するのではなく「厄介者」として被害や問題を伝える

ことを主軸にし、被害防止策や防除の方法を広めていくことが期待される。 

 演者は上尾丸山公園（埼玉県上尾市）においてアメリカザリガニ防除イベン

トの運営に携わっている。参加者に対しては駆除目的の捕獲であること、本種

が侵略的外来種であること、駆除後に目指す水辺の将来像をはっきり伝えてい

る。ザリガニ好きの指導者がつい教えたくなる、いわゆるザリガニのヒミツ（か

らだのつくり、雌雄の違い、ニホンザリガニとの違いなど）は披露しない（質

問されれば答える）。2020 年 8〜12 月に 9 回開催し、のべ 300 人が参加した。 

 本発表では防除イベント「みんなで水辺守」での解説の骨子を紹介する。 
 

 


